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発刊にあたって

ちいき

それぞれの地域にそれぞれの麗史があるように、私たちの宍道町に
れんめん か

も現在につながる連綿たる過去の歩みがあります。あるものは宍道の
きいん せかいしてきちょうりゅう

地域性に起因しているでしょうし、またあるものは世界史的潮流の中

で起こりえたものでしょう。

私たちが自分たちの祖先の歩みを調べるのは、単に過去に対する

郷愁のみではなく、過去の人たちが歩まねばならなかったその道が、
きてい

現在に生きる私たちの生活を大きく規定しており、そして未来に向か

って歩む道を絶えず示唆していると考えるからです。
ぽうだし、 きおく

しかし、過去の膨大な記憶をすべて現在まで引き受けることはでき
せい こんせき

ませんので、私たちは、私たちの祖先が残し続けてくれた生の痕跡を
さいこうちく

手がかりに過去の歩みを再構築していかねばなりません。
してい

今回のふるさと文庫『宍道町の文化財めぐり』は宍道町にある指定
とくしゅせい

文化財を中心にまとめてみたものです。宍道の歴史と特殊性を明らか

にするにはほど遠いものがありますが、その一端でも知り得ていただ

ければ幸いに存じます。

編集するに当たっては、 1）読みやすい 2）内容が正確である

3）手に入れやすいということを考えました。
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宍道町の文化財めぐり

げんし こだい

原始・古代の宍道町／｜白石器時代、結受傷代、諒昼時代、吉道時代1

きゅうせっきじだい

央道町の旧石器時代
｛議鳥時代、奈長時代、半義時代｝

結受蒔お以前の、人類最古の文化段階を旧石器時代とよびます。宍

道町畑の首谷遺跡より｜日石器が見つかっていることから宍道町でも縄

文時代以前に人々が生活していたことが知られています。

宍道町の縄支持決
ませいせつき ゆみや

縄文時代は、人々が土器（縄文土器）、磨性石器、弓矢などの使用

を始めた時代で、今から約一万年前に始まりました。麗ゃ謡詰どの
しゅりょう ぎよろう

狩猟、漁勝、貝や木の実の採種などによって生活していたことが知ら

れています。
おの

宍道町弘長寺の弘長寺遺跡から石でつくった斧が、同じく弘長寺の

三成遺跡や下白石の伊野谷遺跡からは縄文土器がみつかっています。

宍道町の弥生時代

今から2,000年程前に

なると人々は大陸から伝

わってきた米作りを始

め、縄文土器より焼きの
やよいどき

良い弥生土器を作り始め

ます。水田を作り米を作

!Oc皿

図1 弥生土器（矢頭遺跡より）
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るようになると治水工事をしたり、米を管理したり、豊作を祈るお祭

りをするために、一部の有力者が出てくるようになりました。
こうじんだに どうけんどうほこどう

となりの斐川町の荒神谷遺跡からみつかった多くの銅剣、銅矛、銅

鐸は弥生時代のお祭りの道具ですし、安来市、松江市、鹿島町、出雲
よすみとっしゆっがた.＼.んぽ

市でみつかっている「四隅突出形墳墓」と呼ばれるお墓は、当時の有
みなり おかノめ ひらた

力者のお墓です。宍道町では弘長寺の三成遺跡や岡目の平田遺跡から
ゃょいとき さいやがしら たてもの

弥生土器がみつかっていますし、才の矢頭遺跡からは弥生時代の建物

跡がみつかっています。

こふんじたとい

宍道町の古墳時代

今から約1,600年ほど

前（紀元4世紀の初め）、

古墳時代になると弥生時

代に見られた一部の有力

者はさらに大きな力を持

つようになりました。他
どうめい

の地方の有力者と同盟を

結びながら、大和（今の

こだいとくしゅおうたいもんどうたく

古代特殊横帯文銅鐸

写1 発掘調査のようす

奈良県）を中心に統一勢力が出現するのです。そして権力の象徴とし
き こ斗ん

て、また首長交替の儀式を行うために大きな古墳（お墓）を作るよう
ぜんぼうこうえんふん ぜんぽうこうほうふん えんぶん ほうふん

になります。古墳には前方後円墳、前方後方墳、円墳、方墳等があり

大和を中心に全国に分布しています。
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せっかん

古墳の中には、石棺や
もつかん せきしつ

木棺、石室を｛乍りその中
かがみたま けん ふくそう

に鏡、玉、負IJなどの副葬
ひん

品とともに死者を葬りま
L＼、やま

す。宍道町では椎山 1号

墳と呼ばれる全長35mの

前方後円墳が下倉でみつ
主b fこ

かっています。また荻田
あしカ注しら しゅ

の足頭古墳群では朱を塗

った石桔が、上白石の下

の空古墳、下白石の伊賀

見1号墳、鏡の鏡北廻古
よこあなしさせきしつ

墳などからは横穴式石室

が発見されています。

主
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いすもの〈にふどき

の「出雲国風土記」にくわ
うくん しし

それによりますと、現在の宍道町は意宇都の宍

あすか なり へいあん

宍道町の飛鳥時代、奈良時代、平安時代
し てんびょう

古代の宍道町の地誌は天平5年（733)

しく記してあります。
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ちのきと ししちのうまやはやしのさと いずもぐん たけるべのさと

道郷、宍道駅、拝志郷および出雲郡の建部郷の一部で形づくられてい

ました。当時の戸数は約100戸、人口にして2,500人程度と推定されて

います。
うまやこうよう はゆま

その頃の駅家は公用の使者の駅馬を備えた施設で、 30里（古代の里、
せっち

今の16Km）ごとに設置され、駅長l名、駅子＠伝子がおかれ、駅田

2町、駅馬5匹が配されていました。この駅家のあったところは現在

の佐々布下あたりであったろうと考えられています。
めし こわ

当時の人々の食生活を「風土記Jから推測してみると、飯（今の強
かゆ はん

飯）、粥（今のご飯）、ムギ、キピ、アワ、ヒエなどや、野生のウド、
オ3んぎよ

ヒル、セリなどを食べていたようです。また、来待川には「年魚（ア

ユ）あり」、宍道JII C佐々布J11）には「魚なし」とも記してあります。
せいしんせいかっ

さて、古代の人々の精神生活をあらわすものに、現在も残る神社が
ししぢしや きまちしやさくたしゃ うゆひ

あります。宍道社（今の石宮神社か）、支麻知社、佐久多社、宇由比

社、狭井社、狭井高守社、伊自美社が風土記に記載されており、この

うち宍道社、支麻知社、狭井社、狭井高守社、伊白美社が官社でした。
うつわ かまあと

また、宍道町の小松地区では平安時代の人々が使った器のの窯跡が

みつかっています。

い由いし ししいし もくぞうひしゃもんてんりつぞう すがわらみちざね てんじん

犬石・猪石、木造毘沙門天立像、菅原道真と天神さん



ちゅうせい

中世の宍道町

宍道田Tの文化財めぐり

へいあん かまくら むろまち あずちももやま

（平安末期。鎌倉時代・室町時代。安土桃山時代）

「J 

りつりょうせい こうちこうみメνせい しだい

平安時代の終わりごろから律令制の基礎となる公地公民制は次第に
くr せいさ L .，うえんせL、
崩れ、 10世紀以降には土地を有力者が個人でもつ荘園制が展開してい

きます。 この地域でも当然、影響があったと考えられますが、宍道町

に関する荘園資料は極めて少ないため、 その詳しい内容はわかってい

ません。

鎌倉時代になると武士の世の中になり、 その支配の方法として各国

に守護、その下に地頭をおきます。中世においては、 この出雲地方で

も守護、地頭はたびたび代わるのですが、出雲守護佐々木氏の支配下

になりますと、文永8年（1271)
せんげもんじよ

1 l月の「千家文書」に当時の宍道

周辺の様子がうかがえます。
はやしごう

・宍道郷38町8反35歩・成田四郎、拝志郷21町4反・大西、伊志

見郷8町3反180歩・杵築大社、佐々布郷20町2反半 E 佐々布左衛門
きまむのしょ

入室子、来海庄10町・来海圧内10町・別府左衛門妻一－－－の記録が残っ

ており、この成田、大西、佐々布の各氏は在地の地頭です。村の支配者
じさむらい

の多くは地侍で、他に下倉の山本氏、上来待の犬山氏などがし＼ました。
むろまちじだい なんぼくちょうさ

室町時代－南北朝期をすぎると、 この地方は宍道氏という有力なー
いずものくにしゅご きょうごくたかうじ どうよ

族の支配下におかれました。宍道氏は出雲国守護京極高氏（道誉）の
むろま，， l;l'. く〆~

孫秀益（秀兼）が宍道八郎と称したのに始まります。室町幕府の中で
せん」くだいみょうあまこ いんせき

役職をつとめつつ、戦国大名尼子氏の有力家臣として姻戚関係をも
てんもん

つなど、大きな勢力をもっていました。 しかし、天文十一年 (1542)
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おおうちょしたか

大内義隆が尼子氏攻略のために進出するとその軍門に入札大内氏が

尼子氏に敗退すると、それに従って宍道の地を離れます。

大内氏に代った毛利氏が再び尼子氏攻略をおこなうと、 宍道氏はこ
えいろく

そして、永禄9年 (1566）、 この戦いで毛利氏が勝利れに従います。

をおさめたことにより、宍道氏は宍道とその周辺を再び支配すること

になりました。その後、宍道氏は毛利氏の政策により、天正二十年
生がとのくに

(1592）頃に長門国へ移封させられたことが知られています。
でんおおのじろうざえもんのはか もくぞうあ み だによ bいぞう かなやまようがいさん

伝大野次郎左衛門墓、木造阿弥陀如来像、金山要害山、
しんじいよのかみいぶっくじようおおげさ さんじようむねちかめいたち もくせいはとうもんすかしぼり bんま

宍道伊予守遺物九条大袈裟、三条宗近銘太刀、木製波涛文透彫欄問、
くとせんたいじぞう

久戸千体地蔵

写2 空から見た金山要害山
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きんせい

近世の県道陣T えと

（江戸時代）
えどばくふ きんせい ほりお きょうごく

江戸幕府が聞かれ、近世となると出雲の国の領主は堀尾氏、京極氏、

そして事菜まで続く転卒、民へと移ります。
ょうち ぐんぷぎょう みんせい

松江藩は郡部の統治は郡奉行をおいて民政にあたらせる一方、地方
ゃくにん かんのう しゅうぜい

役人をおいて勧農、収税を確実にしようとしました。郡奉行の下に
したごおり くみがしら もくだi、 お うぐん

は下郡、与頭、目代の郡役人がいました。意宇都は下郡1名、与頭3
のぎむら

名で郡役所は乃木村にありました。郡役人は農民出身ではあっても地
せしゅうてき

方の名家で、資産がある者に限られ、地位は世襲的でした。
こわた あずきざわ はやま ながはら いぬやま

宍道町での下郡格は木幡、小豆沢、葉山、永原、犬山の各家でした。

当時、この町は宍道村、白石村、伊志見村、佐々布村、西来海村、東
しようや としより くみがし

来海村、そして上来海村に別れており、それぞれ庄屋、年寄（組頭）
ひb くしようだいむらかたさんやく ぶち

ら、百姓代の村方三役がいました。下郡の給米は20俵3人扶持、庄屋
こく としょうごう きてい

は収税100石につき 5斗5升5合の給米の規定がありました。
けんちらょう さしだしちょう ようす

当時の「検地帳」や「差出｜脹Jによって当時の検地の様子をしる

ことができます。
けんろえ

によると、元禄12年 (1699）の検地では宍道村
かんえん

は石高389石余、田畑27町余、戸数161、人口775人で、寛延2年 0749)

には戸数280、人口1,200人に増えています。ちなみに宝暦年間（1751

～1764）の宍道の石高は宍道で390石、白石で1,230石、佐々布で840

石、伊志見で240石、東来待で790石、上来待でl,160石、西来待

（記載なし）でした。
ますます

宍道は古代から交通の要衝でしたが、近世に入ると益々その重みを
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増してきます。実肢と多議右の奥出雲からいろいろな転査を松江
けいゆ おうらい

に運ぶ際には宍道を経由しましたし、それらの道を往来する人々によ
ほんじんやど げんろく

って活弱荷として栄えました。 3軒の本陣宿と、元禄12年 (1699）の
しん 」

宿屋4件、舟32麗の記録がこれを示していますo 「共通湖」という名

前も近世末から、明治時代にかけて定着するのですが、これも近世宍
はんえい

道の交通による繁栄ぶりを示す事例でしょう
ハドみい 川 、 ' しきいっさいきょうきょうぞう こわたけじゅうたく 乙わたさんそフ

伊志見ー皇塚、輪転式一切経経蔵、 木幡家住宅、木幡山荘

写3 宍道町に残る検地帳



こだいとくしゅおうたいもんどうたく

古代特殊横帯文銅鐸

［銅 鐸とは］

宍道町の文化財めぐり

〔原始古代〕

（県指定文化期）

9 

せハどうき

銅鐸は弥生時代（紀元前2、3世紀～紀元3世紀末）の青銅器です。
かね つつがた

鐘を押しつぶしたような筒型で、上部から下部にかけて、 すそ広がり

になっています。頭部に半円形のつまみを付け、身の両側に薄いひれ

が付いています。小さいものは高さ10cm前後ですが、新しくなるにつ

れて次第に大きくなり、 lmに及ぶものも出現するようになりました。

註義地方を中心に、東は中部地方から西は北九州にまで分布していま
こうじんだに

す。荒神谷遺跡（斐川町）からは一度に 6個の銅鐸が見つかったのは

記憶に新しいところです。

その用途については、本来は楽器だったとおもわれますが、 青銅製

品の珍しかった当時の日本では、農耕などのお祭りと結び付いた神器
すL、てし、

に利用されたと推定されています。

［古代特蘇横帯文銅鐸］
すいてい どうたく

島根県東部出土と推定されるこの銅鐸は、高さ約25cm と
ふく吋んこう

（復元高）

やや小振りですが、銅鐸の中では古い型式のものです。身の両面とも
あやすぎもん

綾杉文の文様帯が上、中、下と 3段ありますが、一方の面の上帯と中
じゃしもん

帯の間には「邪視文」が、中帯と下帯の間には「水鳥文」が描かれて

います。 この邪視文を持つ銅鐸を邪視文銅鐸（福田式銅鐸） と呼び、

中園地方では4例ほど発見されています。
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昭和37年6月、島根

県の指定文化財となり

ました。

古代特殊横帯文銅鐸写4

号壇
しいやま

椎山
（県指定文化財）

［椎山古墳群］
ぜんぽうこうえんふん さ

椎山古墳群は前方後円墳l基、
ほうふん はくいし

方墳3基よりなるもので、白石の谷
てL、きゅうりょう

その中ほどにある低丘陵上に

前方後円墳である l号墳は丘陵の最高部に位置し、
おねすじ

そこから北東にのびる尾根筋に向かつて2号墳、

が奥に曲がりながら細長くはいりこむ、
れっち

立地しています。

4号墳と並3号墳、

んでいます。



しいやま

［椎山 1号墳］

宍道町の文化財めぐり 11 
〔原始古代〕

らくぞう

l号墳は丘陵頂上のかなり広い平坦面に築造されている前方後円墳で

す。規模は全長35m、前方部先端の幅18m、前方部の高さ 3m、くび

れ部の幅Sm、後円部の直径18m、後円部の高さ3.5mをはかります。

図4 椎山古墳群の分布

まいそう

人を埋葬した
しせっ とうくつ

施設は過去に盗掘

にあっており、盗

掘痕が前方部に2

ケ所、後円部に l

ケ所認められてい

ます。後円部の盗

掘痕には大きな加
さんらん

工石が散乱してお
まいそうしせつ よこあなし吉せきしつ

り、このことより埋葬施設は横穴式石室だったと考えられています。
いぶつ ふんきゅう

遺物の大半は盗掘時に持ち去られたとおもわれますが、墳丘にめぐ
はにわ はへん

らしたと考えられる埴輸の破片がみつかっています。

伊賀見 1号墳
（町指定文化財）

白石の谷の北端、標高約20mの低丘陵にある伊賀見古墳群の l基で、
せっかんしさせきしつ よこあなしさせきしつ

内部に「石棺式石室」とよばれる横穴式石室をもっています。昭和33
はつくっ耗ょうさ

年に発掘調査がおこなわれ、多くの遺物が出土しています。
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丘］

一辺約10mの方墳と考えられていましたが、 2号墳とされ
ぜんぽうこうほうふん

ている部分が 1号墳の前方部で、全長約25mの前方後方墳となる可能

ふん

［墳

墳丘は、

性が強いとされます。

室］
えん

石室は、ほぼ北向きに開口しており、細長い羨道の奥に死者を葬る

宝量があります。石材はすべて来待石（議反道彦砦）

［石

を使用してお
げんもん

り、羨道と玄室の閉には、高さ約60cm、幅約60cmにくり抜いた玄門が
へいそくよう

あり、閉塞用の石がそのまま残っています。閉塞石の表面には「→十」
しも そらこふん かが

状の陽刻が浮き彫りにされており、宍道町では他にも下の空古墳、鏡
みきたさここふん

北廻古墳で類例が知られているところです。玄室は奥行き1.8m、幅

床には「U」字状の浅いくり込でさき大のm
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1. 9m、

［副

伊賀見l号墳の石室写5ています。



C造られた時期］

宍道町の文化財めくり 13 
〔原始ー古代〕

ちくぞうじ

副葬品からみると、伊賀見 l号墳の築造時期は6世紀の中頃と推定

され、その石室形態より古天神古墳（松江市大草町）と並び、山陰地

方に最初に導入された石棺式石室の一つであると考えられます。

溜古墳群
ぷんぷちょうさ

水溜古墳群は昭和59年の分布調査によって発見された古墳群で、現
はんい さ かくにん

在のところ、約14hαの範囲に30基が確認されています。地元の人の話

では水溜5号墳の北側に「くぼち」があり、雨などが降ると水がj留ま

るので「水溜」の地名がついたといわれています。

昭和62年、水溜5号墳、 30号墳の調査がおこなわれ、多くのことが

写6 古墳の森（右側の墳丘が水溜5号墳）
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にだんちくせい ほう

わかりました。群中で最大通換の 5号墳は一辺約25m、二段築成の方
ふん しゅういはにわ せいき こふん

墳で、周回に埴輸をめぐらした 5世紀後半の古墳であること、 30号墳

は一辺約14mの方墳であることがわかりました。
かちくいちば はつくっちょうさ

また、となりの現島根中央家畜市場では昭和59年の発掘調査により、

誌昼時代から首争時代にかけてのお墓と、その時代の逼弱訴がみつか

っています。 ですから、水溜古墳群は弥生時代から古墳時代にかけて

作り続けられたお墓群ということができましょう。
Z うごうこうえん こ占、ん もり

宍道町総合公園にある「古墳の森」は水溜古墳群の一部を取り入れて、
みじか がくしゅう

古墳を身近に学習できるようになっています。

ずいおんじよこあなぼぐん

随音寺横穴墓群

ん あなずいおんじよこあなぼくパ

蒐古館の東側にある 2つの穴が随音寺横穴墓群です。上にあるもの

がl号穴で、下にあるものが2号穴です。
っく ゅうりよくしゃ

横穴墓は古墳時代（4世紀～7世紀前半）に造られた有力者のお墓
すうせだい ほうむ かぞくぼてき

一つの穴に数世代にわたって葬る例もあることから、家族墓的なで、
ふつう ほ

性格をもっているといわれています。普通は泥山に掘り込みますが、
いわはだ めずら

随音寺横穴墓群は岩肌に掘り込んでいる珍しいものです。
いえ かたち

l号穴は岩に家の形をかたどってきれいに掘りこまれており、中からは
すえき ふた しゆっど

須恵器の蓋が出土しました。 この須恵器は7世紀の初めに作られたも

ので、横穴の掘りこまれたのも 7世紀の初めごろのことと推定されま

す。



2号穴は昔より

子供の遊び場や酒

の最孟などがおこ

なわれていたらし

く、かなりいたん

でいました。

いぬいし

犬石・猪石
いし みや じん じゃ

［石宮神社］

l=話回＝－＝＝＝鏡毘＇
0 Im 

宍道町の文化財めぐり 15 
〔原始・古代〕

図5 随音寺 1号墳

（町指定文化財）

どうどうがわ いち

宍道湖岸より同道川を南にさかのぼること約200mに位置する石宮

神社は、「出量菌風4主」（733年論議）に栄造荘ミ話されており、議
持として話会芙桂と同様、大穴持命（オオナモチノミコト＝突通主

きkせき

窓？をまつっています。この神社にある 3個の巨石は「出雲国風土記」

に記された「犬石」・「猪石」であろうと推定されています。
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い白 いし しし いし

［犬石・猪石］

「出雲国風土記」
おおなむちのみこと

では、大穴持命が
いのししが

犬を使って猪狩り

りをしていたとこ

ろ、その犬と猪が

石に転じたという

神話を残し、「宍

道」の地名由来と

しています。風土

記研究家の加藤義

写7 猪石（鳥居の両側）と石宮神社

成氏もこの「犬石J.「猪石」が石宮神社にある 3個の巨石に相当す
すんぼう いっち

るものとし、風土記に記された石の寸法と一致するとされています。
でんしょう はりまのくにふどき いわ

なお、犬、猪の伝承は、大穴持と犬について播磨国風土記（伊和の
たくかぐん

量）に、犬と猪のたたかいについて播磨国風土記（託賀郡）に、大穴

持を焼き殺した「赤猪石（鳥取県）」について古事記に記されていま

す。

附 「出雲国風土記Jより
L Lちのさと ぐうけ まにし あめのしたつくらししおほかみのみこと

宍道郷。郡家の正西三十七里なり。所造天下大神命の追ひ給ひし

猪の像、南の山に二つあり。［一つは長さ二丈七尺、高さー丈、
めぐ

周り五丈七尺。一つは長さ二丈五尺。高さ八尺、周り四丈一尺。］
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猪を追ひし犬の像、［長さー丈、高さ四尺、周りー丈九尺。］其の

形石となりて、猪と犬とに異なることなし。今に至りても猶あり。
かれ しLぢ

故、宍道と云う。

（加藤義成『校注出雲国風土記』より）

もくぞうびしやもんてんりつぞう

木造畏沙門天立像
（町指定文化財）

〔木造毘沙門天立像］
びしやもんてんりつぞう いわや あんばじ あんち

毘沙門天立像は大字白石の岩谷にある鞍馬寺に安置されています。
だいどう や主しろ くらまでら

この像は大同元年（806）、京都山代の国の鞍馬寺にあった毘沙門天に
ぶんれいぞう むろまち

おまいりし、分霊像をもちかえったと伝えられています。室町時代の
かなやまようがし、さん じようしゅ 士さよし すうはい どう しゅうふく

おわり頃、金山要害山の城主、宍道政慶が像を崇拝して堂を修復し、
ずんIトろ なりたひこじろうおおだんな さいこう

さらに実主11年（1583）に成田彦次郎が大壇那となって再興したと伝
えます。その後、在声時代になると堂とともに像もいたんできたため、
会トう じしゆだいよう

羊保14年 (1729）に寺主の大用は京で新しく作られた像を持ち帰り、
おく いん

旧像と共に山上の奥の院にまつったということです。

昭和30年、島根県文化財合同調査が実施されたおり、奥の院の旧像
へいあんまっき かんてい

は伝承どおり平安末期の作と鑑定されました。それにともない像の補
ょう あんち

イ彦、補強がされ、下のお堂に安置されるようになりました。
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［毘沙門天とは］

写8 木造毘沙門天立像

おおのじろうざえもんのはか

伝大野次郎左衛門墓

［伝大野次郎左衛門墓］

びしやもんてん L Eんのう たもん

毘沙門天は四天王の一つ、多聞
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（町指定文化財）

おおもりじんじゃ たかだL、おおのばら

上来待大森神社より西南 1kmの地点にある高台を大野原といし、ま

す。この高台にある県立わかたけ学園のとなりに、昔より大野次郎左

衛門の墓と伝えられる大五輪塔があります。これは来待石でできてお
ほりおよしはる

り、月山（広瀬町）にある堀尾吉晴（初代松江城主）の五輪塔より大

きいものです。
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といいますのは、

殺されたのちに、その領地は当然

宍道氏のものになったと思われま

このような壮大な墓を建

てることは不可能だったと考えら

れるのです。

のは疑問です。

すので、

もっとも、大野氏は代々次郎左
ほんきょち たし、がん

衛門といっていましたので、本拠地である大野村の対岸であるこの地

も大野氏の易元があって、先代の次郎左衛門を暴：た墓、議いは

供養塔だったかもしれません。

伝大里子次郎左衛門墓写自

てんまっき

日云大野次郎左葡門墓をめぐる顛末記］

昭和63年 1月4目、正月気分もまださめやらぬときでした。或る東

とする五輪塔についてびっく京在住の方が，「伝大野次郎左帯門の墓」

りするようなことを｛云えてこられたのです。
っちみかどしんのう

その方の話しによりますと・・・ ・・ ・実は、私の祖先は土御門親王で、

マべ：親王の墓は大野原の大五輪塔と先祖代々伝えるところである。
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の証拠に家系図にそのことが記してあるし、出雲市面議の論議寺の過

去帳にも同様の事が記しである。しかるに先年大野原の五輪塔へお参

りしたところ、看板が立っており、「伝大野次郎左衛門墓」とされて

いたが、これはおかしいのでは－－－－－－－－－。とのことでした。

今まで「土御門親王の墓」と伝えるものは来迎寺の裏にある
ほうきょいんとう

宝鑑印塔と聞いておりましたので、驚いた教育委員会では関係書類を

調べるとともに、出雲の満願寺にでかけ、その過去帳を見せてもらい

ました。そこには確かに「先祖土御門親王尊祇文殊院殿正月七日御卒

去 御墓意宇郡来待村大野原ニ大五輪塔ニ党字ありー・…・・Jと記して

あったのです。

その後1月8日には、東京からご本人が家系図等をご持参のうえ来

町なされたのですが、ご持参の家系図にある五輪塔の記述は先の過去

帳と同じもので、どちらかが後に書き写したものと思われるものでし

た。

では、なぜ五輪塔を「大野次郎左衛門墓」と伝えるようになったの
うんようし

でしょうか。文献を当たってみますと、雲陽誌（享保2年、 1717）の

東来待の条に「来迎寺・…ー（前略）・ー土御門の尊碑なりとて本堂の南

にあり。由知れず。 …」「古廟・・・・ー土俗伝えて伝土御門の陵なりと。

いまだ考えず。」との記述が。また、島根県史（昭和 2年）には「
きまちのしょう

来海圧－…一この庄は意宇郡来待村の部に相当し、大覚寺統の初めなる

亀山天皇より後宇多、後醍醐の諸帝に伝はり、南朝系諸帝の御料地な

り…（中略）…此る因由あるをもって東来待には大五輪塔ありて土御
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門帝の御陵なりと言ひ伝えたるもの現存す。雲陽誌東来待の僚に・

（前述の雲陽誌「古廟」を引用）……とあるは帝室御料地なる故に親

王家などの下降ありて終に此の虞にて葬せられし古伝ならん…（後

略）」と記してあります。

ところが、八束郡誌になりますと、地元の伝承を理由にして、この
じろうさえもん

五輪塔を大野次郎左衛門の墓として扱っています。また、宍道町誌（昭

和38年）も「大野原古墳墓・…ー（前略）…県立八雲学院に隣接すると
おおのじろうさえもん はか

ころに大野次郎左衛門の墓と称する、高さ 3米儀の大五輪塔がある0

．（後略）…」「土御門親王の墓・…・・来待地区宇浜の阿蒲陀堂（来迎

寺跡）の南方、鉄道に接近した東来待連田の中に古墳があり、土御門

親王の墓と称している。…（後略）…」と記しており、雲陽誌、島根

県史を参考にしながらも、なぜか地元の伝承を根拠に大野原の五輪塔

を大野氏ゆかりの墓に、来迎寺裏の宝僅印塔を土御門親王の墓と位置

付けています。

以上のようにみていきますと、雲陽誌、島根県史はこの五輪塔の主
ほうふつ

が土御門親王を訪御させるような記述をしており、一方、八束郡誌、

宍道町誌は大野氏にまつわる墓と考えているようです。何ともいえず

不思議なことです。この五輪塔はいったいだれのお墓なのでしょう

か？
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もくぞうあみだによらいぞう

木造阿弥陀如来像
（町指定文化財）

［木造阿弥陀如来像］
あみだに上らいぞう はま さんいんほんせん

木造阿弥陀如来像は、浜西（東来待）のJR山陰本線と国道9号線
どうあんち らいごうじ

の間にある小さなお堂に安置されており、もとは、来迎寺と呼ばれる
ぷつぞう

大きなお寺の仏像であったと考えられます。

像は議益持kの作と考えられ、高さ1.5mで二重の六角形の省産の
れんげだい ざぞう

上に蓮華台があり、その上に座像がのっています。座像は高さ80cmで

芳援形の援普がついており、もともと金色に彩られた仏像だったよう
きんぱく につけいらほっひたい

で、今でも金箔の一部がのこっています。頭部には肉髪、螺髪、額に
びゃくごう ぎょくがん さんどう

は自宅、目には玉眼、首には三道、
のうい

身には納衣をまとう典型的な阿弥陀

如来象です。
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内
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堂
ぃ
牌
村
門

川
位
み
御

す。そして、鉄道をはさんで堂の南

側には士御門親王の墓と伝える
おおの

芳議う前揺が残っています。（伝大野
じろうさえもんのはか さんしょう

次郎左衛門墓の項参照）

木造阿弥陀如来像写10
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仏教で西方極楽浄土の教主をいいます。党語のami （アミ）の誉
ゃく むりょうじゅ むりょうこう かんやく ごくらくじょうど ねが しんこう

訳で無量寿、無量光と漢訳されます。極楽浄土を願うものが信仰し、
じょうどしゅう しんしおう ほんぞん

浄土宗、真宗の本尊となります。阿弥陀信仰は奈良時代にそのきざし
へいあん こうき

がみられ、平安時代後期 (10世紀頃）の社会不安に伴い、末法思想の
しんとう

浸透とともにしだいに広まっていきました。

しんじいよのかみいぶつくじようおおげさ

央選伊予守遺物九条大袈裟
（町指定文化財）

しんじ L

〔宍道氏について］
いすもしゅごきょうごくたかうじ ひでます はちろう

宍道氏は出雲守護京極高氏の孫秀益が「宍道八郎」 と称したのに始
あまこ

まります。室町幕府の中で役職をつとめつつ、戦国大名尼子氏の有力
いんせき

家臣として姻戚関係をもつなど、大きな勢力をもっていました。宍道
ろくろう

氏一族には「宍道八郎（本家）」を名乗る家系のほかにも「宍道六良！日、

「宍道九郎」を称する家系があったことが知られています。
てんもん ょしたカ、

天文11年 (1542）大内義隆が尼子氏を攻めるために出雲に進出して
式こかよし

くると宍道隆慶（八郎家）は大内氏に従いますが、 これが失敗に終る

と隆慶は大内氏とともに長州に移りました。 その後大内氏が滅亡する

と毛利氏に従身し、再び尼子氏攻めに加わります。
まさよし

永禄9年 (1566）、尼子氏が敗れると、宍道隆慶、政隆親子は毛利

氏により旧所領を安堵され、金山要害山周辺を拠点とし他の宍道一族や
りょうしゅそう かしんだん

周辺の領主層を家臣団に組み込んだ強力な支配体制をつくりました。
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てんしょう

宍道政慶はその後天正二十年 (1592）頃、毛利氏の政策により
とよとみひでよし

長門国阿武郡に移封させられており、豊臣秀吉の朝鮮出兵にあたって

は新しい領地から出軍したことが知られています。

宍道氏系図

京極高氏（道誉）一一京極高秀一「一

」秀益（宍道八郎）一一慶秀

一一一慶景一一慶信一一一慶勝一一久慶一一経慶 隆慶（天正12年没）

政慶（慶長13年没）一一元智 （以後萩に在住）

しんじいよのかみいぷっ くじようおおげさ

［宍道伊予守遺物九条大袈裟］
きんらん けさ じほう

現在、金山の豊龍寺には金欄の袈裟が寺宝として残されており、そ
しんじまさよし

れにまつわる興味深い逸話が残されています。それは、宍道政慶が
てんしょう ちょうしゅう あずきゃ あずきざわよしひさ

天正20年頃、長州に移る際、宍道の豪家小豆屋（現当主小豆沢良久氏）

写11 宍道伊予守遺物九条大袈裟

へ一人娘を預け、

その証拠として「

の

の

は

欄

た

屋

金

し

豆

「

残

小

と

を

、

l
」

l
」

ム

μ

ち
万
州
掛
す

た
太
内
打
で

城主の娘を世継ぎ

とし、娘が成人す

ると「金欄の打掛」
6ナさ した

を袈裟に仕立て直
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し、宍道氏の菩提寺である豊龍寺に寄進したというのです。そして、
おお；ずさ

これが現在も残る金欄の大袈裟です。

袈裟は議の議弱で、金欄の布切れ74枚を持づて仕立てられ、 たて一方

ょこ212cmの金色まばゆいものです。小豆沢

家では代がわりの際には袈裟の裏地を取替え、仕立て直すようになっ

もう一方116cm、132cm、

たと伝えられています。

さんじようむねちかめいたち

三粂宗近銘太刀
（町指定文化財）

まさよし

宍道政慶は金山要害山を本城とし、周辺の地を支配する有力な武将
てんしよう

でした。政慶はその後天正二十年(1592）頃、毛利氏の政策により長門国
あぶぐん いつわ

阿武郡に移封させられていますが、この折りのことといわれる逸話が

伝わっています。

それによると政

慶には 3才のひと

しのぎ

錆

凶

棟

／

これ

は

、

家

養

し

に

ィ

パ

豪

に

ま

J
＼

1

L

J

i

ノ

／

い

と

こ

預

引

け
い

U

の

紅

お

吋

的

道

江

監

を

を

忍
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肘

小

育

り娘があり、主主字
は
穴

＼

cγ
』
＼
、
一

、き章、
1

um口
出

た。三条宗近銘太万の押し形（安部吉弘氏製作）図5
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ひとふ，， きんらん うちかけ

その際、証拠として「三条宗近銘太刀」ー振りと金欄の「打掛」を添

え届けたといいます。

2つの品のうち「内掛」は後に袈裟に仕立てられて豊龍寺に寄進さ

れましたが、太万は小豆屋の後葡小豆沢家に伝わっています。
しゃくすん ぶ

万は長さ二尺四寸五分（74.2cm）、反り一寸一分（3.3cm）、元幅一

寸弱（3.1cm）、先幅五分半 (1.7cm）、重ね（厚さ）二分弱（0.6cm) 
っくりこみ しのぎっくり いおりむね

です。造込は鏑造、庵棟で身幅はやや細く、小切先となっていま
じんもん なかすぐばこみだれ じてっ こいため つ Lf なかご

す。刃文は中直刃小乱で、地鉄は小板目が詰み沈んでいます。中心は
みがきあげなかご めくぎあな やすりめ くりじり

磨上中心で、目釘穴は二つ、鋸目は不明で栗尻となっています。そし
み品、 き せいさくねんだいむろまち

て『三条口口口宗近』と銘が切ってあります。制作年代は室町時代と

考えられています。

金山要害山

金山要害山（坂口要害山ともよばれている）は、宍道町南部のー
きゅうりょうせんたん ちゅうせいしろあと いずもしゅごきょうごくたかうじ ひでます

丘陵先端を加工した中世の城跡です。出雲守護京極高氏の孫秀益が城
はちろうごう おうにん せいりよくほこ

を築いて宍道八郎と号した応仁年間頃より、この地方で勢力を誇った
ほんきょ

歴代宍道氏の本拠でした。
カペ、ばつ つめなり

海抜148mの山頂には詰成と呼ばれる平坦面が広がり、ここからは
しんじこ きたやま れんさん

宍道湖および北山一帯の連山は手にとるがごとく、また、その支域と
しこ かん

いわれる宍道要害山、佐々布要害山は指呼の間にあり、さらに鳶ケ巣
はる こおう せんりゃくぜっこう いち

域と遥かに呼応した戦略上絶好の位置にあります。
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ぼうひ のそ じbうてん

域としての防備は宍道湖を望む北西面に重点をおいており、地元で
主り おいでなり ちゃうすなり でばりな） てんく止り ながなり きまむなり しいのさなり

二ノ成、御居出成、茶臼成、出張成、天狗成、長成、来海成、椎木成
くるわ てんさい

などと呼ぶ平坦地（郭）が点在しています。全山にあるこうした平坦

地（郭）はその数が多いことから四十八成といわれ、周囲にも城跡に
しマめん

関連する地名を多数残しています。城の南面は急な斜面ですが、その

下方には水をヲ＼ 1,、たj留め池の跡があり、坂口谷（坂口）の奥にある墨
かいけ びくに いけ えんえんすいろ みちび

香池、比丘尼ヶ池から延々と水路を引き、 7j(を導いたといいます。現
みぞ

在でも水路跡と伝える溝が比丘尼池から要害山まで続いています。

図7 金山要害山の古図
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こじよう でんしょう しゅうへん

古城には様々な伝承がありがちですが、金山要害山周辺についても
れいがし、 まさよし ちょうしゅうL、ふう

例外ではありません。宍道政慶の長川、｜移封の際に宍道の小豆屋に自分
たちきんらんうちかけ けさ した きしん

の娘とともに太万と金欄の打掛（後に袈裟に仕立てて豊龍寺に寄進）
あず いつわ はいじよう しろっばき ざいほう う

を預けたという逸話、廃域の際に白椿の下に財宝を埋めたという
ひょうろうせ’ はいあずき あら

椿伝説J、兵糧攻めの際に灰と小豆を混ぜて馬を洗って見せたという
っ きょうみ

「馬洗い伝説」などが語り継がれているのは興味をひくところです。

「白

（町指定文化財）
さく ゅうしゅう けやき らんま ふるかわ

地方ではまれな古作にして優秀な、樺作りの欄間が町内の古川氏の
わく

この欄聞の伝来は欄聞の枠の側面に、

もくせいはとうもんすかしぼりらんま

木製波涛文透彫欄間

元所有者により宅にあります。

次のように記してあります。

「元直地、庄屋、下森圧屋より伝い居る物 永田家迄凡三百年位

大正九年神崎家

三代目神崎儀三郎

此作人犠三入

」

買

郎

（下森家、永田家、

神崎家はいずれも

津和野の旧家）

さらに片方の側面

には「大工…助」木製波涛文透彫欄間写12
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かおく けず

と記してありましたが、現家屋に取り付ける際、大工に削り落とされ
iまくしょ

たため墨書の に当たるところの作人が不明になったそうで、

大変残念なことです。
ゅうき とうほうこしょく かくちょう つわの

しかし、その雄揮な万法と古色豊かな格調は、この欄闘が津和野に
おおうち えいきょう

伝わっていたことから考えて、山口に残る大内文化の影響と見ること

ができ、大内氏が山口に域を謡えた議菌時代に作られたものとも考え

・・・助

られています。

く とせんたいじぞう

久戸千体地蔵
（町指定文化財）

〈 とせんたいじぞう

［久戸千体地蔵］

宍道湖を来待川に沿ってさかのぼること約1km、川の右岸に接する

丘陵斜面に彫り込こまれた112体の磨崖仏を、地元では昔より久戸千
たいじぞう

体地蔵と呼んでいます。

議援の来待石に掘り込まれており、それぞれの像は高さ約70cmの若
うぽ

窟の中に高さ約50cm前後で浮き彫りされています。「千体地蔵」の名

前が示すようにこれらの右議辞すべてが屯議善藍でしょうが、よく見

6体の仏像を長議前に韮べたものがあり、尖屯議進両の診

すま加え
、
A
U

と

か

司
令
ト
つ

み
う
が

て
れ
響

へだ ちょうじゃこんりゅう

地元の伝承によれば水田を隔てた西側の集落の長者の建立と伝えら

れますが、いつ、だれが、なぜここに掘り込んだのでしょうか。今で
めいかく

は明確な答えを出すことはできません。しかし、地蔵信仰の盛んにな
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むろまち えど

る室町時代から江戸時代の問、ここに生きた人々の信仰によって彫り
まちが

込まれていったのは間違いないことでしょう。

じぞう l置さつ

［地蔵菩薩とは］
しやか にゅうめつ みろくほさつ

そもそも地蔵菩薩は、釈迦の入滅後、次の弥勅菩薩が出現するまで

の桑芯蒔夜、五十六億七千万年の間に出現し、宍道（屯獄、議長、話
しょうしゅら にんげん てんじよう しゅじよう

生、修羅、人間、天上）の衆生を教化救済する仏といわれ、その名

称は大地を所有するものとの意味です。六地蔵という形で6体の像を
ありがた ほとけさま

並べるのもこのためでしょう。なにごとも願いのかなう有難い仏様と
へいあん えど さいかわら

して、平安時代から信仰が盛んになり、江戸時代には寮の河原信仰と

結びついています。

写13 久戸千体地蔵
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いじみいちりづか

伊志見一里壕
化財）（国指定

［一里塚とは］

一里塚は街道の両側に、 一里（約4凶）

ました。

れ

が
ら

つ

け

一

U

設

の
が

り

3

塚
ご
残

塚

里

な

名

里

プ

の

一

品

そ

日

品

目

道

珪
川
陰

伊
札
山

「
L

伊志見一里塚です。伊志見一里

塚は松江城下から 5里（約20km)

ごとに設けられた塚のこと

です。多くはその上にえのき、松を植えて旅人の目印としました。議

首起誌の終りごろにはすでに用いられましたが、議議b年（1604）幕
府の布達により員出這を始めとする主な街道で量倍されるようになり

しかし、説、活時代にはいると、差逼議論の議逗、道路の拡張

などにより、徐々に取りのぞ、かれていったのです。

ましたが、

もとも

と松江までの間にまだ 3，ぅ所の

あったはずですし、

の地点にありますの

（現雲南

石油の横）には「一里塚」の地

名が残っています。島根県下で

志見一里塚の東約4km 

伊志見一里塚（昭和11年9月）写14この伊志見一里塚、安来一l土、
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しゆっさい いわの

里塚（安来市安来町）、出西・伊波野一里塚（斐川町出西・伊波野）

の3つが国指定文化財として保存されています。

塚は旧道をはさんで南北にあり、北塚は直径約5m、高さ約2mで
おうじ

往時の一里塚松の根元が残っています。南塚は直径6m、高さ 2mに

なります。

りんてんしきいっさいきょうきょうぞう

輪転式一切経経蔵
（町指定文化財）

寺〕
しょ

松
うん

［嚢

雲松寺は語縞崇議語等じ（宍道町金山）の菜寺で、前言を詰議前と称
えんさず むろまちじだいぶんめい

します。寺の綾起は明らかではありませんが、室町時代の文明年聞
こうきゅうげんしょうおしょう ちゅうこう

(1469年～87年）に高丘玄勝和尚（豊龍寺二代目）によって中興され、

曹洞宗に改宗しています。

りんてんしきいっさいきょうきょうぞう

［輪転式一切経経蔵］

記録によると、江戸時代の享保年間 (1716年～36年） に、住職の恵
うんおしょういっきいきょう てんぼう

運和尚は一切経をもらいうけ、その後、天保年間 (1830年～44年）に
だんとうあずきざわ りんてんしききょうぞうきしん あんち

壇頭小豆沢氏より輪転式経蔵の寄進を受けて経を安置したとされてい

ます。
とぞう おさ

現在、経蔵は横4.5m、奥行き5.25m、高さ 4mの士蔵に納められ
ふうう まも しちゅうだいさ

ており、外部の風雨から守られています。中の輪転式経蔵は支柱台座
きょうもんこ

の高さ1.lm、10角の経文庫は一角0.68mの周囲6.8m、高さ2.4mを
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はんにゃしんぎょラ かλ

上部の周囲10角には般若心経600巻、 F部iこ3,100余巻

外部にはもともと彩色が施されていたとでのiu
 
る1
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いうことです。
むなふだ きょうぞう

棟札によると、経蔵は

「大工、棟梁長谷川栄助、男 同名為市

長年、庄九郎

瓦師、藤十 （秋鹿邑）

て

小工、只兵衛、作蔵」

によってf乍られたことが知ら

います。

に
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輪転式一切経経蔵写1!i

tee、ぞうきょう さんぞう せいてん

一切経は「大蔵経」、「三蔵聖経」ともいい、仏教聖典の
そうしゅう きょうりつ ろん しやか せっきょうりつ

総集です。経、律、論に分かれており、経は釈迦の説教、律は
きてい ろんき上うぎ ちよさど

教徒の生活規定、論は教義に関する仏教徒の著作のこと

です。

間
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わた けじゅうたく

木幡家住宅
（園指定文化財）

ほんじんやど こわたけ

［本陣宿と木幡家］
こら L、 ょうしよう

古来、宍道は交通の要衝として栄えてきましたが、江戸時代になる
だいみよう ほんじんやど しゅくばまち

と大名の立ち寄る本陣宿をもっ宿場町として発展しました。その本陣

宿の一軒が木幡家で、その住宅は当時の威風を現代に伝えています。
やましろのくに うじ こわたむら

木幡家の先祖は山城国（今の京都府）宇治郡木幡村の出身で、大阪
いしやまほんがんじ ずいしん おだのぶなが ほんがんじぜ てんしょう

石山本願寺に随身していましたが、織田信長の本願寺攻め（天正8
せんらん のが

年、 1580）にあってより、戦乱を逃れて出雲に下り、宍道の地に定住

したと伝えられています。江戸時代には農商の業を営みながら松江藩
みようじたいとうゆる おう したごおり っと

主に仕えて苗字帯万を許され、意宇郡の下郡など郡役人を勤めて郡政
さんかく

治に参画するようになりました。

［木幡家住宅］

宍道町の中心部にあって旧山陰道に面しており、歴代藩主の藩内
じゅんし っと

巡視などのおり本陣宿を務めました。
けたゆき けん はりま

桁行8間半、梁間5間半におよぶ二階建の大型住居で、街道に面す

る外観は国益をなし、本陣としての構えをよくしめしています。内部
うすにわ どま いま

に入ると日庭と呼ばれる広い土聞があり、左側の奥には藩主が居間と
せいかいもん

して利用した書院が残されています。また臼庭の上壁には青海文の描
おおうちわ

かれた採光窓や、私設消防隊の使った大団扇などが配置されています。



旧本陣遺構と

しては母屋のみ

ですが、その保

存はよしまた

町家としても18

世紀前半［享保

18年（1733）五
ょえもん

世与右衛門のこ

宍道町の文化財めぐり 35 
〔近 tbL〕

ろに建てるとの 写16 木幡家住宅の内部

記録がある］の貴重な資料として昭和44年6月20目、重要文化財（建

造物）に指定されました。

t. 

正面

図B 木幡家住宅の平面図
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量語支花動示議議任追命議
たいしょうてんのうあんざいしょ ひうんかく

大正天皇行在所「飛雲閣」
（町指定文化財）

めいじ たいしようてんのうこうたいし ぎょうけい

明治40年5月、大正天皇が皇太子の頃、山陰行啓がありました。そ

れまで山陰地方には諦辛はもとより、行啓もありませんでしたので、
ずいいん ちょうだ えんどう そろ

東郷、乃木両将軍を随員に加えた長蛇の一行を沿道の住民はうち揃っ
むか

て迎えたといわれます。
ばくはん

この行啓にそなえて幕藩時代に本陣宿を営んでいた宍道木幡家では
ごてん ひうんかく

昼食を奉仕するため、御殿を用意するのですが、これが「飛雲閣」

です。

建物は木造、
ひらがわらぶき いりもや

平瓦葺、 入母屋
ひらやだて

平屋建、平入札
しきえんだいまぐち

式縁台、間口は9.1

m、奥行きは8.2

m、建坪75.9nf、

前庭247.5nf、旧

山陰道に面して聞
かぶらぎもん

口3.5mの冠木門

を設けています。
写17 飛 壁E

＝之 閣
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〔近世〕

日荘
品

山

山

枕

幡

幡

木

［木

（町指定文化財）

荘〕
しんじちょうしゅうこかん りんせつ

木幡山荘はJR宍道駅の南にあたり、宍道町蒐古館に隣接していま
ずL、おんじ てら

ここは随音寺というお寺の跡と伝えますが、今から400年ほど前す。

に木幡家の別荘地となりました。
じよういみようれん いんきょ ひゃくさい こうれい

四世の待意、妙蓮の夫妻はこの地に隠居し、百歳、九十二歳の高齢
ろうご

を得たことから木幡家では代々ここで老後を楽しむようになりまし
ふうが え

また、歴代の当主は風雅を好んだため、江戸時代中頃から
ぬきなかいおく 口ろせきょくそう 占うがい もつがい たのむら bょくにゅう

にかけては貫名海屋、広瀬旭荘、僧風外、｛曽物外、田能村直入を
ぶんじんぼつかく

始め多くの文人墨客が来荘するようになりました。
うえもん こうう

二世久右衛門黄雨が山荘の建物を改修し、
とちねんそう

を使用して、荘名を十千年荘と

全国の古い

。
た
か
明

づけ、

どに開i設いたしました。

その後、昭和初年ごろか いましたが、
L
『

C

と
しヵうこかん

昭和61年には蒐古館の開館にあわせて荘内の整備をおこない広く一般

々の風情を求

るようになりました。l土

, 
ぐ
＼ 
。るようになり、に公開さ

を集めています。

き、渓ーレドし
日々ん痕－泉壁一4

〔名勝木幡山荘］
うっ々う

千年の古樹老木欝蒼として校



38 

市

こ

の

い

の

幹

す

彩

る

全

す

正

街

と

季

難

藤

高

顕

を

ず

候

な

は

る

四

て

新

く

隠

畔

映

の

り

と

め

す

、

棄

、

衝

に

池

相

秋

織

観

た

が

く

々

中

を

聞

が

と

晩

を

美

る

懐

多

各

就

天

の

花

燭

と

繍

の

す

る

樹

趣

、

、

梢

藤

騨

観

錦

葉

鳴

在

彩

風

が

候

老

る

る

景

山

紅

競

に

の

に

境

等

聞

の

ぺ

蝿

梢

谷

十

瞬

で

幽

ん

山

藤

棲

深
り

は

椿

来

身
々

て

楓

交

し

む

禽

に

内

肘

幽

ル

荘

で

ト

。

奏

一

い

を

メ

な

音

百

見

の

数

を

々

か

類

諒

僅

に

時

る

他

四
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写18 冬の木幡山荘

に絶佳で遠近の雅客の陸続杖を曳いて称楊するところである。

（木幡吹月 『宍道町の文化財』より）

すがわbみちざね てんじん

菅原道真と天神さん

［菅原道真について］

菅原天満宮、菅原梅の木教会では菅原道真（崩Biz年～益毒3年、
しゆっせい

845～903）の出生を伝えています。それによりますと菅原道真の父、
これよし ざいにんちゅう のみのすくね たず

是善が出雲に在任中、菅原氏の祖先、野見宿祢の墓を訪ねて菅原の里
こくちょう

に来られた折り、そこで接待をした娘が気にいり、国庁（松江市大草
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〔寺社〕

め にんき きょう

町）へ召されます。是善はff:期をおえ、京に帰ることになるのですが、
すで かいにん

このとき既に女性は懐妊しており、菅原の地に帰って男の子をうみま

これが菅原道真と伝えられます。

その後、道真は京にのぼり、宇多、醍醐の両天皇の信任を得て、右
だいじん とき ふしわらときひらちゅうしよう だぎいごんのそち

大臣にまで進みますが、時の権力者藤原時平の中傷により太宰権帥と
ださいふ させん し土うがL、

して九州太宰府に左遷され、その地で生涯を終えます。
てんべんちい

のちに、道真のたたりとする天変地異が続いて起こったためこれを

長めるために神話イとされていきます。そして道真が単品をよくしたこ

す。

として全国的に信仰を集めました。

すがはb てんまんぐう

〔菅原天満宮］

記車は菅原道真で、祭日は 3月25日と 8月25日です。舌長、道真
たんじ kうち てんりやく そうけん まつだいらなおまさ

誕生の地と伝え、天暦5年（951)の創建と伝えます。松平直政（初

天神さん」とから「学問の神

菅原天満宮写19

つ一ヨ

H
」

来

ぁ

川

内

引

担

部

川
削
向
山
議

主
の
一
日
前

藩

主

ト

R

E

審
議
試

r
t

諸
行

ru

松

々

代

代

く

の一つ

てし＼ま

す。扉には松平藩
えし

のお抱え絵師、
のうえいうん

野永雲の筆による

では出雲国内の名

社15のう

に数えら
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と称する伝説の

40 

そうりゅう はなくりのうめ

双龍が描かれています。そして、近くには「鼻繰梅」
かじつ あな

その果実には穴があいており、道真が子供の噴にこ木がありますが、

れで遊んだと伝えられています。

じ寺ゃ屋
ゆ
山
十
相

寺］
Lんごんしゅうだいかくじは ぞく さんこう みたきさん えん

岩屋寺は真言宗大覚寺派に属し、山号を美滝山と称します。寺の縁

起は明らかではありません
かこちょう

が、過去帳をみると「第一

屋岩

天和二年

記

時

た

と

ど

戸

れ

」
ぇ
江
う
さ

寂

、

に

興

日

で

川

中

五

の

に

月

す

ろ

九

ま

ご

）

い

め

回

て

初

日

れ

の

（

さ

代

世阿闇梨学尊、

ほんぞん

ものでしょう。本尊は高さ
」うぽうだいしぞう

40 C mの弘法大師像（木製）

岩屋寺の滝写20

で、寺法によると弘法大師
じさく

の自作と伝えられていま

す。

［岩屋寺の特殊植物」
さんや

宍道町には山野が多く、
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〔寺社〕

特に来待地区の南側には植物がよく繁っており、種類も200種以上に
たき

およびます。とくに、この岩屋寺の滝を中心とする周辺にはおよそ70

種類の植栃秘1みられ、首草紙としては議論寺（平田市）、笠災議長

（出雲市）につぐものです。中でも「しだ」類がおおく、植物学的に

も貴重な資料といえましょう。

みょうがん じ

妙岩寺

きかくさん

妙岩寺は大宇佐々布本郷にあり、山号を亀鶴山といいます。国道54
うっそう かきょう

号線から入ること約50m、数十段の石段を上ると老木欝蒼とした佳境
がらんぶんせい ほんどう

です。伽藍は文政4年の改築にかかり、高さ約15mの本堂は昭和62年
そうごん ほんぞんはぷきあみ

11月に改築をおえ、なお一層の荘厳を極めています。本尊は歯吹阿弥
だによらい

陀如来で、全国でも数少ないのものと伝えます。
みどり おお

境内は三面緑をもって覆われ、庭園は自然の地形を利用して苔色豊

かに、訪れるものの心を洗います。

また、嶋立する岩壁に洞窟が掘りこまれていますが、その中には芸
じゅうろくらかんぶつ

術品と呼ぶにふさわしい十六羅漢仏がたたずんでいます。
ちょうぼう いちばたあさひ

高台のこの地は眺望に富み、前面に宍道湖を克下ろし、一畑、朝日
さん びょうぶ こさんけいしょう

山の連山が扉風を広げたごとく見渡せるのは、湖山の景勝ここにあり

というにふさわしいところです。
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妙岩寺の十六羅漢写21

来待石の採石・加工t
E
 

伝統的工

きまちいし

［来待石について］

宍道の地質は、局前若葉益鼻先扇砦、議議島北面語、若葉髄巻、鎚

巻、宝孟層、玄武巻語、実装語、複麗宕髪首砦、来詩語、九示語、持

いわゆる来待石（議反道議砦）は
しそう

石層によって構成されていますが、

ょうぎょう

来待層に含まれるもので、石材、窯業の原料として利用されています。

たいかせい さいせき ょう

来待石は耐火性が極めて強く採石が極めて容易であるため、石材と

その後も石仏、
こふん せっかん せきしつ

して古くは古墳時代の石棺、石室に利用されており、

石灯ろう、議漏字、属島、石うす、石垣、礎石、墓石などに広く使用さ

えど ち〈じよう

れてきました。特に江戸時代には築城、建築用の良材としてもてはや
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され、他藩への搬出が制限されたため、御止石（おとめいし）という

別名を残しています。

来待層は約l,400万年前に形成されたもので、水牛、サメなどの化

かせき

石のほか、デスモスチルス、パレオパラドキシヤの化石がみつかって

みずべ

います。このデスモスチルスとパレオパラドキシヤはカパに似た水辺

ちんじゅう

の動物で、全国でも数例しか発見されていない珍獣です。

［伝統的工芸品 出雲石灯ろう］

きものしょっきす でん

かつて、私達の身の回りでは着物、食器、住まい等にたくさんの伝

写22 出荷を待つ石灯ろう
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とうてきょうぐ せんご しやかいこうぞうへんか カ＝がく

統的用具が使われていました。しかし、戦後の社会構造の変化、科学
ぎじゅつ つちか じよじようしな けいこう

技術の進展により長い間培われた伝統的技術が徐々に失われる傾向に

ありました。 このような傾向を憂える人々によって昭和49年に「伝統
しんこう せいてい

的工芸品産業の振興に関する法律」が制定され、昭和51年6月には「出
してい

雲石灯ろう」がこの伝統的工芸品に指定されました。

お わ り

「地域の活性化」という言葉が語られて久しいのですが、私たちの

宍道町も、 まだなお活性化さるべき地域のーっと考えます。地域の活

性化には諸施設の整備とともに、地域を活性化させる「人の育成」を

抜きにしては語れません。

地域を活性化させる「人の育成」 ということは一朝一夕にできるも

のではありませんが、地域の活性化を担う人は客観的に地域の歴史性

と文化性を語れる人だと考えています。地域の歴史性と文化性を理解

せずして、地域の将来を語ることはまず不可能でしょう。

このような「地域の歴史性と文化性の理解が、地域の活性化に密接

にかかわる」 との考えのもと、宍道町教育委員会では町内の文化財め

ぐりを実施するようになりました。回数を重ね、案内する文化遺産も

多くなったのですが、それらを説明する資料として簡単なパンフレッ
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トのようなものを作りました。

最初のパンブレ、ソトは昭和60年、次いで63年と版を改討し、記述内

容も増やしていきました。そして今回の「ふるさと文庫」として内容

を整えたわけです。

ですので「宍道町の文化財めぐり」という題名も、町内の文化財め

ぐりという、実際の活動から生まれたものですし、本書を手になさる

方も、これを片手に町内の文化財を訪れてもらいたいのです。

過去からの遺産である文化財は、単に昔のものというのではなく、

現在から未来へと向う私たちにとって、大きな視座となると考えてい

ます。身近な文化財を自分の足で歩き、私たちの町のたどった歩みと、

将来への歩みに想いを馳せていただければ幸に在じます。

最後になりましたが、本書の作成に御協力いただいた先輩諸氏に感

謝申し上げます。

（本書の執筆、編集は教育委員会事務局の協力をえて、稲田 信がおこなった。）
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宍道町のおもな文化財と展示施設

（番号は地図と一致します。）

｜番号｜種 文化財の名称 所在地 ｜所有者｜指定年月｜

［国指定文化財］

I I史 跡 伊志見一里塚 伊志見44I. 2 大蔵省 昭和12年 6月

2 I建造物 （重文）木幡家住宅 宍道1.335 木幡修介 昭和44年 6月

［県指定文化財］

3 I考古資料｜邪視文銅鐸 宍道1.335 側記）八念雲財本陣団 昭和37年 6月

4 I史 跡｜椎山 号墳 白石1.008 小豆沢芳正 昭和48年 9月

［町指定文化財］

5 建造物 飛 吾コロ妻ミ 関 宍道1.335 木幡修介 昭和56年 4月

6 彫 亥。 木造毘沙門天立像 白石 494 鞍馬寺 昭和田年 4月

7 彫 亥リ 木造阿蒲陀如来像 東来待854 来迎寺 昭和56年 4月

8 彫 亥日 木製波涛文透彫欄間 宍道1.445 古川育造 昭和56年 4月

9 工芸品 輪転式一切経経蔵 宍道9191 雲松寺 昭和56年 4月

10 歴史資料 政慶遺物九条大袈裟 白石2.877 豊龍寺 昭和56年 4月

11 史 跡 犬石 猪石 白石 638 石宮神社 昭和56年 4月

12 史 跡 伝大野次郎左衛門墓 東来待217173 宍道町 昭和56年 4月

13 名 勝 木 幡 山 荘 宍道2793.992 記念財団 昭和田年 4月
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14 I工芸品｜三条宗近銘太万｜宍道1.410 小豆沢良久｜平成元年 7月

15 I史 跡｜伊賀見 1号墳 l白石 3.994 1 I持田克己｜平成元年 7月

16 I史 跡｜久戸千体地蔵！東来待2.22s-1 I伊藤宣明｜平成元年 7月

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

［主な文化財］

史 跡 金山要害山 白石

史跡名勝 菅原道真と天神さん 上来待 天満宮教会

史跡名勝 岩 屋 寺 上来待1.131 岩屋寺

史跡名勝 妙 岩 寺 佐々布513 妙岩寺

史 跡 水溜古墳群 白石3.2542 宍道町

史 跡 随音寺横穴墓群 宍道1.715 宍道町

来待石の採石場 来待

［展示施設］

宍道町蒐古館 宍道町宍道1.715 2 I TEL 0852-66-3245 





＼ 

49～50 



＼ 

51～52 

宍道町歴史年表 赤字は宍道町のできごと

西 暦 時 代 島根県（宍道町）のできごと 全国のできごと 西 暦 時 代 島根県（宍道町）のできごと 全国のできごと

旧石器 各種の旧石器が作られる
後鳥羽上皇、隠岐へ配流 承久の乱

／／／  

I.200-

10,000 押型土器が作り始められる
土器作りが始まる

鎌

宍道湖湾の出現
縄文海進が始まる

蒙古来襲（文永、広安の役）縄

倉
伝大野次郎左衛門基造られる

I. 300← 後醍醐天皇、憶岐へ配流の後脱出 鎌倉幕府滅亡

弘長寺遺跡、 三成遺跡等の形成 題冶判官、白石灘で自害する（首原）
室町幕府成立

I. 000 文

尼子持久、守護代として富田城に入る

／／／  日本海沿に弥生文化が伝播する 水稲耕作を基調とする弥生文化が広まる
I. 400ー 室

200 宍道八郎、 金山要害山に本城を構える倒

BC 100ー 応仁の乱（戦国時代へ）

。 争下
銅鐸、銅剣祭最Eが始まる （邪視文銅鐸）

AD  100ー I. 500 町 尼子経久、富田城を追われるも、再度奪遷

四隅突出墳丘墓が造られ始める 倭国大乱
尼子最盛期 01ヶ国の太守） 鉄砲伝来

200 生 大内義隆の尼子攻め
卑弥呼が貌に朝貢する

毛利元就の尼子攻め、富田城落成 室町幕府滅亡

300 -----
大規模な墳丘墓の出現

本能寺の変、秀吉の天下統一
畿内型古墳が出現する 畿内を中心に統一勢力の形成、 前方後円墳 安土、桃山

の出現
I. 600 

400 古 掘尾吉晴、出雲に入る、宍道氏萩に移る 関ヶ原の合戦

山陰道に里塚設置

500← 
須恵器の生産が始まる 京極忠高、松江に入都

墳 横穴式石室の導入 （椎山 l号墳→伊賀見 l 松平直政、松江に入都

号墳）横穴墓の導入 （随音寺横穴）
筑紫国造磐井の乱 江

600ー I. 700 
木幡山荘の整備

聖徳太子、摂政となる 木幡家住宅建築 草保の改革

飛 鳥
出雲国庁ができる

700 

出雲園風土記が成る、 宍道郷の記述
平城京に都を置く

奈 良 古事記、日本書記が成る
寛政の改革

出雲国分寺、尼寺が建立される
平安京に遷都

戸 松平治郷（不昧）、古今名物類緊を著す ラックスマン、根室に来航

B日O
天台宗、真言宗が開かれる

I. 800 

菅原道真、大宰府へ左遷
輪転式一切経経蔵の建立 天保の改革

妙岩寺十六羅漢造られる
日来修好通商条約の締結

900 大政奉還、王政復古の大号令
平

山陰鎮撫使、山陰に来る、廃藩置県 明治維新
菅原天満宮の創立 （伝）

出雲様式の仏像多数造られる
平将門、藤原純友の乱 明 治 学制頒布

1.000 
中世出雲国一宮制成立

I. 900ー 飛雲閣の建築 大日本帝国憲法発布

安 毘沙門天立像が造られる 藤原道長、摂聖となる
大 正 宍道木次問、鉄道開設 第一次世界大戦始まる

日中戦争始まる

保元の乱、平治の乱
太平洋戦争始まる、敗戦

I. 100 
平家滅亡

昭 和 宍道、来待合併し、宍道町となる 高度経済成長

鎌倉幕府成立
宍道町蒐古館の開館

平 成





宍道町教育委員会


